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大野市健康保養施設管理運営仕様書

大野市健康保養施設（以下｢あっ宝んど｣という。）の指定管理者が行う業務の内

容、その範囲及び履行方法については、この仕様書に定めるものとする。

１ 基本的事項

(1) 施設の管理運営に関する基本的な考え方 指定管理者は、あっ宝んどを管理

するに当たり次に掲げる項目により管理を行うこと。

ア あっ宝んどは、市民の健康づくり、福祉増進及び心豊かな交流体験の場を

提供することを目的とした施設であるので、その設置理念に基づき、適切な

管理運営を行うこと。

イ 公の施設であることを常に念頭において、秩序ある運営を行うこととし、利

用者に公平に接すること。

ウ 利用者の意見、要望を管理運営に反映させ、利用者へのサービス向上に努め

ること。

エ 効果的かつ効率的な管理運営を行い、経費の節減に努めること。

オ グリーン調達の推進や資源リサイクルの徹底、エネルギー使用量の削減管理

など、環境に配慮した管理運営を行うとともに、利用者及び業務関係者に対

する情報提供等に努めること。

カ 感染症対策に適切に対応した管理運営を行うこと。

キ 個人情報の適正な取扱いを徹底すること。

ク 指定管理の業務上知り得た内容について第三者に漏らしたり自己の利益の

ために利用しないこと。このことは、指定期間の終了後も同様とする。

(2) 組織及び人員配置 管理運営業務を実施するために必要な業務執行体制を確

保するとともに、労働関係法令等を遵守し、適正な人数の職員を配置すること。

ア 支配人を１名配置し、その他の職員については、施設の管理運営に支障がな

いように定め、利用者の要望に応えられるものとすること。

イ 職員に対して施設の運営に必要な研修を実施すること。

ウ 施設管理に必要とされる下記の資格、免許を有する者を配置すること。ただ

し、(ｳ)～ (ｷ)までの資格、免許については外部委託等により有資格者を配置

してもよい。

(ｱ) 防火管理者

(ｲ) 危険物取扱者乙種第４類以上

(ｳ) 防火対象物点検資格者

(ｴ) 電気主任技術者第３種以上

(ｵ) プール衛生管理者

(ｶ) 建築物環境衛生管理技術者

(ｷ) 調理師

エ 職員の雇用は、雇用形態に関わらず地元雇用を最優先とすること。
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２ あっ宝んど運営の特記事項

(1) あっ宝んどに隣接しているモニュメント広場施設及び水辺の楽校トイレにつ

いて、維持管理を行うこと。駐車場など非収益部分についても管理を行うこと。

(2) 毎年定期的に施設の点検整備及び特殊清掃期間を設け実施すること。ただし

一週間以内の期間とすること。

３ 指定管理者が行う業務の範囲

(1) あっ宝んどの維持及び管理に関する業務

（外注する場合には市内の事業者を優先する。大野市内に事業者が不在の場合又

は理由書を付して大野市の同意を得た場合はこの限りでない。）

ア 施設保守管理業務

(ｱ) 施設を適切に運営するために、日常的に点検を行い、施設を維持すること。

(ｲ) 施設を安全かつ安心して利用できるように施設の保全に努めるとともに、

建築物等の不具合（軽微な場合を除く。）を発見した際には、速やかに大野

市に連絡すること。

イ 設備機器の保守管理業務

設備機器の法定点検及び初期性能・機能保持のため、外観点検、機能点検、

機器動作特性試験、整備業務等を行うこと。

ウ 設備機器の運転操作及び監視業務

設備の適正な運用を図るために行う監視業務並びにこれに関連する電力、特

Ａ重油、ガス等の需給状況を把握し、運転記録をとること。また環境に配慮

した適正な運転を行うとともに光熱水費等の削減に努めること。

エ 備品等管理及び必要物品の補充

(ｱ) 現に使用中の大野市所有の備品等（別表第１参照）については、無償で貸

与する。ただし、大野市所有の備品等の形状又は内容を変更する場合には事

前に承認を得なければならない。

(ｲ) 指定管理者は、大野市の所有する備品等について、大野市財産管理規則、

大野市会計規則の管理の原則及び分類に基づいて適切に管理し、また利用に

支障をきたさないよう管理を行うこと。

(ｳ) 指定管理者は大野市会計規則に定められた備品台帳等を備えて、その保管

にかかる物品を整理し、購入及び廃棄等の異動について定期的に大野市に報

告すること。

(ｴ) 指定管理者が指定期間中に管理経費より購入した物品については、大野市

の所有に属するものとする。

(ｵ) 指定管理者の故意又は過失により大野市の物品等に損傷を与えた場合は、

指定管理者の責任において賠償しなければならない。

オ 清掃業務

良好な衛生環境、美観の維持に心がけ、公の施設として快適な空間を保つた

めに必要な清掃業務を実施すること。
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(ｱ) 日常清掃 館内外の清掃管理、消耗品類の補充

(ｲ) 定期清掃 日常清掃では実施しにくいカーペットクリーニング等を確実

に行うため、適切に定期清掃を行うこと。

(ｳ) 特別清掃 日常清掃、定期清掃のほかに必要に応じて清掃を実施し、施設

の適切な衛生環境、美観の維持に努めること。

カ 保安警備業務

(ｱ) あっ宝んどの防犯、防火及び防災に万全を期し、利用者が安心して利用で

きる環境を確保した保安警備業務を行うこと。

(ｲ) 機械警備システムを併用して２４時間警備を行うこと。

キ 植栽維持管理業務

植栽樹木等の維持管理に当たっては、適切な環境衛生、美観の維持に努め

ること

ク 浴室及びプールの水質管理・環境管理業務

(ｱ) 浴槽、プールの水質管理は毎日１回以上、温度・湿度・水温、遊離残留塩

素濃度測定等を行ない、毎月１回以上、水素イオン濃度、濁度、過マンガン

酸カリウム消費量、大腸菌群の測定を行うこと。

(ｲ) 浴室においては、「公衆浴場における水質基準に関する指針」及び「公衆

浴場における衛生等管理要領」（平成１２年１２月１５日付、生衛発第１８

１１号厚生労働省局長通知）並びに、「循環式浴槽におけるレジオネラ症防

止マニュアル」（平成１３年９月１１日付、健衛発第９５号厚生労働省課長

通知）の規定により管理すること。なお、指定期間中及び前記通知以降に改

訂通知等があったときは、改訂後の内容を仕様とするとするが、あっ宝んど

においては、年４回以上の測定を行い、水質管理を行うこと。

ケ 施設維持管理に必要な点検整備、修繕及び法令に基づく測定等の実施

指定管理者は、年度当初に施設維持管理に必要な点検整備、修繕及び法令に

基づく測定等の実施について施設維持管理計画を作成し、計画にしたがって

実施し、記録を行うこと。また、実施後は記録を市に提出・確認を受けるこ

と。

コ その他施設の維持及び管理に必要な業務

（維持管理業務に係る主なものは、別表第２参照）

(2) あっ宝んど利用者の受入れ及びサービスの提供

ア 受付及び案内、利用料金の収受

イ プール監視等安全確保業務

ウ 自主事業の実施

(ｱ) 飲食・物販事業 施設内のレストラン、ショップコーナー等について指

定管理者は、大野市の許可を得て、あっ宝んど利用者に、食事、喫茶等の

飲食及び利用の利便性を高めるための物品を提供・販売することができる。

この場合、提供・販売する食事等の内容（メニュー）、方法（自動販売機、
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ケータリング等）及び料金等は指定管理者が設定する。なお、この業務を

行うにあたっては、事業実施前に大野市と協議することとする。ただし、

現存する団体等が設置している自動販売機については、行政財産目的外使

用許可により、団体の継続利用を維持する。また、内装工事を行った場合

は、指定管理終了時に原則として原状に回復すること。

(ｲ) 利用促進・サービス向上事業 指定管理者は、上記の事業の他、施設利

用促進、利便性向上等を考慮した事業を提案し、大野市の承認を得て積極

的に実施すること。なお、この業務を行うにあたっては、事業実施前に大

野市と協議することとする。

エ 普及広報等業務 指定管理者は、あっ宝んどのＰＲ及び情報提供のために、

大野市の承認を得て、必要な媒体の作成、配布を行うこと。

オ 緊急時の対応その他の業務

(3) あっ宝んど利用の不許可及び取消しに関する業務

（大野市健康保養施設設置条例及び同施行規則参照）

(4) あっ宝んどの管理運営に関して市長が必要と認める業務

ア 経理事務等協定に基づく業務

イ 関係機関との連絡調整

ウ 団体等が設置している自動販売機の負担経費の徴収及び連絡調整

４ 法令等の遵守 あっ宝んどの管理にあたっては、本仕様書のほか次に掲げる法

令、またその他管理運営に適用される法令に基づくものとする。

(1) 地方自治法

(2) 大野市公の施設に係る指定管理者の指定手続に関する条例

(3) 大野市健康保養施設設置条例

(4) 大野市健康保養施設設置条例施行規則

(5) 個人情報の保護に関する法律

(6) 大野市情報公開条例

(7) 大野市情報公開条例施行規則

(8) 大野市財産管理規則

(9) 大野市会計規則

５ 個人情報の保護 指定管理者は、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律

第５７号）の規定により施設の管理を行うに当たって取り扱う個人情報については、

適正な取扱いの義務が課せられる。

６ 管理経費等

(1) 大野市が支出する経費

ア 施設の大規模修繕

イ 施設に係る損害保険料

ウ 災害等の不可抗力的要因により発生する費用

(2) 指定管理者が支出する経費
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大野市が支出する経費以外の経費（別表第３参照）

(3) 指定管理者の収入

ア 収受した利用料金

イ 大野市からの指定管理料

ウ 大野市健康保養施設設置条例第１条の目的達成に必要と認められるもので、

飲食物及び物品等の販売に関するものや、指定管理者自らが企画・実施する

各事業の収入等。（詳細については、協定において取決めを行う。）

(4) その他

ア 管理経費 あっ宝んどの管理に係る費用は、収受した利用料金収入と大野

市からの指定管理料、その他の収入をもって充てる。

イ 指定管理料 事業計画書に示された金額をもとに大野市と指定管理者で協

議し、決定する。

ウ 修繕費 実績に応じて精算を行う。施設及び設備並びに備品等が破損・消

耗等した場合に、１件１０万円未満の修繕・補給等は、指定管理者が市の指

定する修繕料の中から負担する。１件１０万円以上の修繕費等が見込まれる

場合は、大野市及び指定管理者との間で協議し、大野市の指定する修繕料の

中から指定管理者が負担する。１件５０万円以上の突発的な大規模修繕等が

見込まれる場合は、大野市が指定管理者と協議のうえ修繕等を行う。指定管

理者は建物全体の不具合、浴場・プール設備など施設を管理する上で重大な

不具合が生じた場合には、速やかに大野市に報告を行うこと。

７ 指定期間の前に行う業務 指定管理開始より円滑かつ支障なくに業務を行う

ために、指定期間の前に現行の管理団体から業務引継ぎを受ける等、準備を十

分行うこと。なお、準備にあたっての費用は指定管理者の負担とする。

８ 指定期間終了後の引継ぎ業務

(1) 指定管理者は、指定期間終了後、次期指定管理者が円滑かつ支障なくあっ宝

んどの業務を遂行できるよう引継ぎを行うこと。

(2) 指定期間終了後または指定の取り消し等により次期指定管理者へ業務を引き

継ぐ際には、円滑な引継ぎに協力するとともに、必要なデータ等を遅滞なく提

供するものとする。

９ その他の留意事項

(1) 業務を実施するにあたっての留意事項

ア 大野市内にある他の市民利用施設との連携を図った運営を行うこと

イ 指定管理者が施設の管理運営に係る各種規定・要綱等を作成する場合は、

大野市と協議を行うこと

ウ 各種規定がない場合は、大野市の諸規定に準じ業務を実施すること。

エ あっ宝んどにおいて、施設の設置目的に反して自社（団体）の宣伝になる

行為を行ってはならない。

(2) 事業実施計画書の作成
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指定管理者は、毎年度毎に管理運営に関する事業実施計画書を作成し、大野市

へ提出すること。事業実施計画書の主な内容は次のとおりとし、大野市と調整

を図ること。

ア 施設管理業務の実施計画 組織体制、自主事業の実施計画、施設設備維持

管理計画、課題分析・事業評価方法

イ 利用料金及びその他の収入見込み

ウ あっ宝んど管理に係る経費の収支見込み

(3) 事業報告書の作成

ア 年次報告書 指定管理者は、会計年度終了後３０日以内に、事業報告書を

大野市に提出すること。事業報告書の主な内容は次のとおりとする。詳細に

ついては、協定で定めるものとする。

(ｱ) 施設管理業務の実施状況及び利用状況 組織体制、自主事業の実績、施

設設備維持管理状況、課題分析・事業評価

(ｲ) 利用料金及びその他の収入実績

(ｳ) あっ宝んど管理に係る経費の収支状況

イ 月次報告書 指定管理者は、毎月報告書を作成し、翌月１０日までに大野

市に提出すること。月次報告書の主な内容は次のとおりとする。

・ 施設稼働率、利用者数、利用料金の収入状況、その他の収入状況、自主事

業の実績、利用者からの苦情とその対応状況

ウ その他の事業報告 その他、管理業務の実施状況を把握するために必要な

事項について、大野市の求めに応じて随時報告を行うこと。

(4) 決算書類等の提出

指定管理者の経営状況及び財務状況を把握するために、毎年度決算書類等を

大野市へ提出すること。

(5) 事故・故障等異常時の措置

施設内において、事故又は故障が発生したときは、大野市健幸福祉部健康長

寿課に報告し、指示を受け必要な措置を講ずるものとする。ただし、緊急を要

する場合、又は軽微な事故・故障の場合は、指定管理者において必要な措置を

講ずるものとする。

(6) 立ち入り検査

大野市は必要に応じて、施設、物品、各種帳簿等の現地検査を行うことがで

きるものとする。

(7) その他

ア 緊急時対策、防犯・防災対策について、マニュアルを作成し、職員に指

導を行うこと。

イ 個人情報保護の体制をとり、徹底を図ること。

ウ 利用者の意見等を施設の運営に取り入れるよう努めること。

エ アンケート調査や意見箱の設置など、利用者のニーズの把握に努め、要
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望・不平等の把握とその対応策について、月毎に集計し翌月の末日までに報

告すること。

１０ 協議 指定管理者は、この仕様書に規定するほか、指定管理者の業務の内容

及び処理について、疑義が生じた場合は大野市と協議し、決定すること。
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（別表第１） 備 品 一 覧
分類記 A 机（台類）
番号 購入年月 品 名 数 備 考
１ 12 3 31 ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝﾃﾞｽｸ 2 事務室
２ 12 3 31 ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝﾃﾞｽｸ 8 事務室
３ 12 3 31 FRADﾃﾞｽｸ 2 事務室
４ 12 3 31 FRADﾃﾞｽｸｴﾝﾄﾞ 2 事務室
５ 12 3 31 FRADﾃﾞｽｸ天板受板 1 事務室
６ 12 3 31 FRADﾃﾞｽｸ天板受板 2 事務室
８ 12 3 31 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾃｰﾌﾞﾙ 1 事務室
９ 12 3 31 ﾃｰﾌﾞﾙ 2 ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ
１０ 12 3 31 会議テーブル 1 控室
１２ 12 3 31 ﾗﾀﾝﾃｰﾌﾞﾙ 4 浴室ロビー
１３ 12 3 31 丸ﾃｰﾌﾞﾙ 2 浴室ロビー
１４ 12 3 31 ﾃｰﾌﾞﾙ 10 レストラン
１５ 12 3 31 ﾃｰﾌﾞﾙ 5 レストラン
１６ 12 3 31 座卓 1 レストラン休憩室
１７ 12 3 31 ﾛﾋﾞｰｻｲﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ 1 利用者玄関
分類記 B 椅子類
番号 購入年月 品 名 数 備 考
２ 12 3 31 ｼﾞｬｽﾄﾁｪｱ 6 事務室
１０ 12 3 31 ﾗｳﾝｼﾞﾁｪｱ 8 ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ
１５ 12 3 31 ロビー用椅子 1 浴室ロビー
１６ 12 3 31 ロビー用椅子 1 浴室ロビー
１７ 12 3 31 ロビー用椅子 2 浴室ロビー
１８ 12 3 31 丸スツール 8 浴室ロビー
１９ 12 3 31 ベンチ 2 浴室ロビー
２１ 12 3 31 畳ﾍﾞﾝﾁ 5 ２Fロビー
２２ 12 3 31 畳ﾍﾞﾝﾁ 2 ２Fロビー
２３ 12 3 31 座卓 48 大広間
２４ 12 3 31 座卓 20 和室
２５ 12 3 31 和風チェア 50 レストラン
２６ 12 3 31 和風ｼﾞｭﾆｱﾁｪｱ 5 レストラン
２７ 12 3 31 ベビーチェア 4 各トイレ
２８ 12 3 31 ベビーチェア 3 ﾊｰﾄﾌﾙﾄｲﾚ・女子更衣
２９ 12 3 31 ロビーチェア 2 利用者玄関
分類記 C 棚、箱（庫）類
番号 購入年月 品 名 数 備 考
１ 11 10 20 貴重品ﾛｯｶｰ 1 １Fロビー
２ 12 3 31 ｼｽﾃﾑ収納 耐火両開扉 1 事務室
３ 12 3 31 ｼｽﾃﾑ収納 ｽﾁｰﾙ引違 2 事務室
４ 12 3 31 ｼｽﾃﾑ収納 ｽﾓｰｸﾄﾚｲ 1 事務室
５ 12 3 31 ｼｽﾃﾑ収納 ｽﾁｰﾙ引違 4 事務室
６ 12 3 31 ｼｽﾃﾑ収納 ﾗﾝﾏ 4 事務室
７ 12 3 31 ｼｽﾃﾑ収納 幅木 4 事務室
８ 12 3 31 ｼｽﾃﾑ収納 ｴﾝﾄﾞﾊﾟﾈﾙ 2 事務室
９ 12 3 31 ｼｽﾃﾑ収納 笠木 4 事務室
１０ 12 3 31 ｼｽﾃﾑ収納 笠木ｴﾝﾄﾞ 2 事務室
１１ 12 3 31 単体収納 ﾛｯｶｰ 2 事務室
１２ 12 3 31 軽量棚 1 リネン庫
１４ 12 3 31 ロッカー 1 職員更衣室
１５ 12 3 31 ロッカー 1 職員更衣室
２２ 12 3 31 ロッカー 1 控室
２３ 12 3 31 ｶｯﾌﾟｹｰｽ 1 控室
２４ 12 3 31 ロッカー 1 ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ
２５ 12 3 31 軽量棚 2 倉庫（３）
２６ 12 3 31 軽量棚 1 倉庫（３）
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２７ 12 3 31 ｶｯﾌﾟｹｰｽ 1 レストラン休憩室
２８ 12 3 31 ロッカー 1 レストラン休憩室
２９ 12 3 31 食器棚 1 レストラン倉庫
３０ 12 3 31 窓付きｼｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ 23 利用者玄関
３１ 12 3 31 ロッカー 6人用 23 脱衣室
３２ 12 3 31 ロッカー 3人用 12 脱衣室
３３ 12 3 31 3人用ﾛｯｶｰ用木天板 4 脱衣室
３４ 12 3 31 ﾛｯｶｰｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ 4 脱衣室
３５ 12 3 31 ﾛｯｶｰｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ 8 脱衣室
３６ 12 3 31 ロッカー 6人用 29 更衣室男
３７ 12 3 31 ﾛｯｶｰｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ 3 更衣室男
３８ 12 3 31 ﾛｯｶｰｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ 4 更衣室男
３９ 12 3 31 ロッカー 6人用 28 更衣室女
４０ 12 3 31 ﾛｯｶｰｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ 3 更衣室女
４１ 12 3 31 ﾛｯｶｰｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ 4 更衣室女
４２ 12 3 31 ダストボックス 2 ごみ置場
分類記 D 室内器具、装飾品類
番号 購入年月 品 名 数 備 考
３ 12 3 31 ﾛｰﾊﾟｰﾃｼｮﾝ 1 事務室
７ 12 3 31 分別回収ﾎﾞｯｸｽ 1 事務室
８ 12 3 31 ﾀﾞｽﾄﾎﾞｯｸｽ 1 事務室
１２ 12 3 31 分別ﾍﾟｰﾙ 1 ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ
１３ 12 3 31 分別ﾍﾟｰﾙ 1 ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ
１４ 12 3 31 分別ﾍﾟｰﾙ 1 ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ
１５ 12 3 31 傘立て 1 職員玄関
１６ 12 3 31 壁面ボード 1 控室
１７ 12 3 31 壁面ボード 1 ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ
１８ 12 3 31 ﾀﾞｽﾄﾎﾞｯｸｽ 2 WC（２）
１９ 12 3 31 ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ 2 WC（２）
２１ 12 3 31 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄｹｰｽ 1 フロント
２４ 12 3 31 分別ﾍﾟｰﾙ 1 浴室ロビー
２５ 12 3 31 分別ﾍﾟｰﾙ 1 浴室ロビー
２６ 12 3 31 分別ﾍﾟｰﾙ 1 浴室ロビー
２９ 12 3 31 ﾀﾞｽﾄﾎﾞｯｸｽ 2 WC（３）
３０ 12 3 31 ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ 2 WC（３）
３１ 12 3 31 傘立て 3 利用者玄関
３２ 12 3 31 ﾀﾞｽﾄﾎﾞｯｸｽ 1 利用者玄関
３３ 12 3 31 ﾀﾞｽﾄﾎﾞｯｸｽ 2 脱衣室
３４ 12 3 31 ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ 2 脱衣室WC
３５ 12 3 31 ﾀﾞｽﾄﾎﾞｯｸｽ 2 更衣室
３６ 12 3 31 ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ 3 更衣室WC
３７ 12 3 31 ﾊﾞｰｶｳﾝﾀｰ 2 ﾚｽﾄﾗﾝ
分類記 E 文具、事務用器具類
番号 購入年月 品 名 数 備 考
５ 12 3 31 ｼｭﾚｯﾀﾞｰ 1 事務室
１０ 25 9 10 券売機 1 フロント
１１ 25 9 10 プリペイドカード販売機 1 下足コーナー
１２ 25 9 10 高額紙幣両替機 1 ロビー
２２ R6 12 5 券売機（キャッシュレス） 1 下足コーナー
番号 購入年月 品 名 数 備 考
１ 12 3 31 単体収納 木製ﾋﾞｼﾞﾈｽｷｯﾁﾝ 1 事務室
３ 12 3 31 冷蔵庫 2 事務室・ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ
４ 12 3 31 給茶機 1 大広間前
分類記 N 視聴覚機器類
番号 購入年月 品 名 数 備 考
４ 12 3 31 ﾃﾚﾋﾞ台25型 1 事務室
５ 12 3 31 ﾃﾚﾋﾞ台36型 3 浴室 ﾛﾋﾞｰ・大広間・ ﾚｽﾄ
６ 12 3 31 ﾃﾚﾋﾞ台14型 2 ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ・ﾚｽﾄﾗﾝ控室
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８ 22 7 15 32V型地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送対応ﾃﾚﾋﾞ 1 2Fﾚｽﾄﾗﾝ
９ 22 7 15 37V型地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送対応ﾃﾚﾋﾞ 3 ｴ ﾝ ﾄ ﾗ ﾝ ｽ ﾎ ｰ ﾙ、 浴 室 ﾛﾋﾞ ｰ、 大 広 間

分類記 P 計器類
番号 購入年月 品 名 数 備 考
３ 27 8 7 体重計 1 脱衣室
４ 27 8 7 体重計 1 更衣室
５ 30 2 2 体重計 1 脱衣所
分類記 Q 医療機器類
番号 購入年月 品 名 数 備 考
２ 12 3 31 アルミ製車椅子 2 フロント
３ 12 3 31 入浴用車椅子 2 フロント
４ R3 6 9 AED 1 医務室
分類記 R 遊具、運動器具類
番号 購入年月 品 名 数 備 考
２ 12 3 31 ｺｰｽﾛｰﾌﾟ巻取器 1 ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ
３ 12 3 31 ﾋﾞｰﾄ板整理棚 1 ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ
６ 12 3 31 手動式ﾌﾟｰﾙｸﾘｰﾅｰ 1 ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ
１２ 12 3 31 水温計 2 ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ
１３ 12 3 31 水温計ｽﾍﾟｱｰ 1 ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ
１４ 12 3 31 丸型温湿度計 1 ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ
１５ 12 3 31 監視台 日除け付 1 ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ
１６ 12 3 31 監視台 1 ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ
１７ 12 3 31 ﾌﾟｰﾙ用担架 1 ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ
２６ 12 3 31 ﾊﾟﾗｿﾙﾍﾞｰｽ 8 ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ
２８ 12 3 31 ｽﾎﾟｰﾂﾀｲﾏｰ 1 ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ
２９ R4 6 27 ﾌﾟｰﾙｸﾘｰﾅｰ 1 ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ
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（別表第２）

業務名称 必要管理項目 業務内容 実施周期 備考

特 殊 建 築 物 定 期

報告調査

建築物調査

建築設備調査
定期的な調査報告 年１回 建築基準法

特 定 建 築 物 環 境

衛生管理業務

館 内 の 衛 生 状

態 の 正 常 化 維

持

建 築 物 環 境 衛 生 管 理

技術者の選任

害虫駆除業務

防除年２回

点検年 10 回

消毒月 1 回

防虫、防鼠

電気保安業務 総合保安点検 年１回

水道水質検査
日常保守管理

定期検査
水槽等外観検査 年 1 回

水 槽 等 外 観

検査も含む

消 防 設 備 保 守 点

検業務

日常保守管理

定期点検

機能点検、報告

総合点検、報告

年１回

年１回
消防法

エ レ ベ ー タ ー 保

守点検業務

日常保守管理

定期点検
月１回

自 動 ド ア 保 守 点

検業務

日常保守管理

定期点検
年 2～4 回

給 排 水 設 備 保 守

点検業務

日常保守管理

定期点検

給排水点検

プールポンプ点検

プール浄化ｼｽﾃﾑ点検

ろ過設備点検

ヒーター点検

サウナ点検

造波プール点検

年１回

年１回

年２回

年１～２回

年２回

年１回

年１回

清掃年１回

清掃年１回

清掃年２回

清掃年２回

清掃年２回

清掃年１回

清掃年１回

空 調 設 備 保 守 点

検業務

日常保守管理

定期点検

空調機器点検

熱減ユニット点検

自動制御機器点検

年１回

年１回

年２回

清掃年２回

オ イ ル タ ン ク 保

守点検

日常保守管理

定期点検
年１回 消防法

自 家 用 工 作 物 保

安管理業務

日常保守管理

定期点検
年６回

絶 縁 監 視 装

置設置

自 家 発 電 装 置 保

守点検業務

日常保守管理

定期点検
年 1 回

設 備 機 器 運 転 操

作及び監視業務

日 常 の 設 備 類

の運転・保守管

理

備 品 等 管 理 及 び

必要物品の補充
日常管理

清掃業務

日常清掃業務

定期清掃業務

特別清掃業務

館内外の清掃

ｶｰﾍﾟｯﾄｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

床洗浄ﾜｯｸｽ仕上げ

ｶﾞﾗｽ清掃

ﾌﾟｰﾙ清掃

浴槽清掃

白木洗浄

年２回

年２回

年２回

年１回

毎月

年１回

保安警備業務 日常管理
館内外の巡回点検

ﾌﾟｰﾙ監視

機械警備業務
日常保守管理

定期点検

閉館後、休館日の機械

警備
毎月
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※ 必要に応じ回数を増やすこと。

※ 法令等で定めがある場合、上記の限りではない。

業務名称 必要管理項目 業務内容 実施周期 備考

植栽管理業務
日常保守管理

除草・剪定

消毒

施肥

芝刈

除草

剪定

雪囲い (取外し含む )

年２回

年１回

年４回

年６回

年１回

年１回

浴 槽 水 水 質 管

理・環境管理業務

日常保守管理

定期検査
４回／年

プ ー ル 水 水 質 管

理・環境管理業務

日常保守管理

定期検査
毎月

館 内 空 気 環 境 測

定業務

日常保守管理

定期検査
４回／年

プ ー ル 室 内 空 気

環境測定業務

日常保守管理

定期検査
毎月

駐車場整理業務 日常整理業務

ﾃｨｰ ｻ ｰ ﾊ ﾞ ｰ保守点

検
日常保守管理 給茶機 １台
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（別表第３）

あっ宝んど決算（抄）

人件費 （単位：千円）

事業費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

その他経費

事務経費

科目 内訳 決算額（過去２年平均）

給料、賃金等 ４８，２３９

科目 内訳 決算額（過去２年平均）

飲食事業 １９，８９６

リラクゼーション事業 ２，９４７

物販事業 ４，４８７

科目 内訳 決算額（過去２年平均）

消耗品費 シャンプー・券売機消

耗品・事務用品等
７，７７５

燃料費 特Ａ重油・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾞｽ １０，４３０

光熱水費 電気、下水道料金 ３７，３８４

修繕料(市指定額分) 別表第３－１参照 ３，５１６

科目 内訳 決算額（過去２年平均）

通信運搬費 電話・ＦＡＸ・公衆電

話設置・郵便料
３０３

広告料 ９５４

手数料 水質検査・空気測定・

両替手数料
３７４

科目 内訳 決算額（過去２年平均）

別表第３－２参照 ８，３７９

科目 内訳 決算額（過去２年平均）

館内放送ＢＧＭ、観葉

植物ﾘｰｽ、ｶﾗｵｹ機器ﾘｰｽ
３５８

科目 内訳 決算額（過去２年平均）

ｻｳﾅﾏｯﾄﾘｰｽ、法定福利

費、福利厚生費、その

他雑費

８，９２４

科目 内訳 決算額（過去２年平均）

研修費用、事務経費 １２，０００
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（別表第３－１）

修 繕 一 覧

令和３年度

1バーデゾーン補給水電磁弁取替

2屋内プールサンプルポンプ

3露天風呂濾過ポンプ装置サーマル交換

4給湯二次循環ポンプ 水漏れ

5和風カラン部分取替え修理部品

6脱衣場水洗配管水漏れ

7プールクリーナー修理

8 洋風カラン部品取替え修理

9公園トイレ 水洗配管

10階段手すり補修

11皮張りチェアー修理

12水洗修理

13和風露天風呂 タイル修理

14サウナヒーター 風圧スイッチ故障

15浴室照明器具修理

16メイン風呂 バイブロブロアー

17和風風呂露天スピーカー、照明修理

18バーデゾーン補給水電磁弁取替

19洋風露天ドア

20女性プール脱衣場自動ドア

21和風カラン お湯出し口工事

22貯湯槽エア抜き弁 安全弁

23玄関照明・プール更衣室照明

24高圧洗浄機

25給湯一次循環ポンプ 交換

26玄関内側ドア装置一式取替

27受付業務 コールサイン

28洋風サウナテレビ上 換気扇取替え

29洋風風呂浴室照明

令和４年度

1サウナ室 緊急火災感知器

2屋内プール濾過装置 薬注ノズル

3無停電装置 UPS

4 和風ぬる湯タイル

5屋外プールキノコ型噴水モーター

6洋風イベント風呂浴室排煙破損

7屋内プールろ布

8露天風呂系統配管水漏れ修繕

9制御盤スイッチ部品交換

10 給湯一次配管水漏れ修繕

11 男子更衣室スイッチ
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12 バイブラー部品交換

13 厨房排水管水漏れ工事

14給排気清掃

15 プール空調機 ファンベルト

16 熱交換用温水ポンプマグネットスイッチ

17 屋内プール濾過機コンプレッサー

18 屋内プール濾過機電磁弁

19 屋内プール濾過機電磁棒

20 屋内プール濾過装置緊急遮断弁

21 プール浴槽昇温ポンプ

22 空調系温水ポンプ

23 タイル目地工事

24 事務所、玄関ホール照明

25 和風、洋風露天、正面駐車場照明

26 駐車場街路灯修繕

27 駐車場街路灯修繕

28 温水ヒーターマイコン

令和 5 年度
1メイン浴槽玉フレキ
2給湯一次配管ポンプ
3バーデゾーン系統 玉フレキ取替

4２階動力設備
5洋風浴室照明
6公園トイレ 水洗

7バーデゾーンポンプ
8屋外プール気流ポンプ
9照明器具交換

10消防点検不具合
11洋風立ちシャワー配管詰り
12丸柱塗装
13洋風通路・和風水風呂・露天目地埋め
14和風換気扇
15洋風風呂カラン部分配管
16屋外プール補給水弁
17温水ヒーターマイコン
18メイン浴槽ろ過装置ヘヤキャッチャー部
19洋風露天出入口ハンガー戸車
20貯湯槽 NO1 排水バルブ

21貯湯槽周り バルブ取替

22メイン浴槽系統配管（ペースフィーダー）
23プール原水、循環ポンプ部品
24女子プール脱衣場自動ドア装置
25和風洋風照明ランプ
26メイン風呂バイブロブロアー
27プールドラム故障
28イベント浴槽系統 電磁弁
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29露天風呂浴槽昇温用三方便
30プール入口シャワー電磁弁
31プール、脱衣場照明

令和６年度

1男子女子プール立ちシャワー

2高圧洗浄機

3プール脱衣場照明

4屋外プール清掃用ポンプ修理

5プールバーディー換気ファンモーター

6洋風入口ガラス

7メイン浴槽補給電磁弁

8プール循環水槽 ドラム破片清掃

9打たせ湯ジェットポンプバルブ取替

10 原水ポンプヒート取替

11 屋内プール薬注タンク

12 プール滝ポンプ

13ホール照明

14 プールクリーナー

15 外プール濾過機スプロケット

16 和風風呂脱衣場照明

17 プールシャワー室換気扇

18 フライヤーガス修繕

19 男子エアコン部品

20 造波プール装置

21 男女プール脱衣場換気扇

22 イベント風呂共栓

23 プールシャワーバンドル部品

24 プールスイッチリモコンリレー

25 プールスタッフリモコンリレー

26イベント風呂逆洗ブロー用電動弁

27浄化槽ポンプ

28プール濾布

29屋内プール濾過装置回転ろ過機洗浄ポンプ

30温水ヒータ部品

31プール濾過機回転ドラム

32サウナ室照明器具

33プール、下足箱キー交換

34メイン浴槽ジェットポンプ

35誘導灯設備

36給湯一次配管水漏れ

37プールヒーター部品
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（別表第３－２）

委 託 一 覧

№ 内 容

1建築物定期点検報告業務

2館内樹木管理業務

3駐車場樹木・芝生管理業務

4自家用電気工作物保安管理業務

5一般廃棄物収集運搬処分業務

6施設セキュリティー業務

7エレベーター保守点検

8日常・定期清掃業務

9特殊・定期清掃業務

10鼠・害虫駆除業務

11消防設備保守点検

12空調設備保守点検

13給排水設備保守点検

14自動ドア保守点検

15施設内除草業務

16ティーサーバー保守点検

17白木洗浄業務

18モニュメント広場樹木等維持管理業務


